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静的締固め固化改良（ＨＣＰ）工法の技術審査証明を取得 

 
液 状 化 対 策 と沈 下 抑 止 を同 時 に実 現 ！  

パイルド・ラフト基 礎 のための環 境 にやさしく、低 コスト、短 工 期 の基 礎 工 法  

 

 戸田建設(株)を幹事会社とする８社で構成される共同開発グループは、液状化地

盤で適用可能なパイルド・ラフト基礎のための工法である「静的締固め固化改良（Ｈ

ＣＰ）工法」を開発し、2007 年 11 月に（財）日本建築センターより建設技術審査

証明（建築技術）を取得しました。（ＨＣＰは Hardening Compaction Pile の略。）

ＨＣＰ工法は、液状化対策と沈下低減を同時に実現できる低コスト、短工期で、環

境負荷の低減を可能とするために開発された工法です。 

 

□静的締固め固化改良（ＨＣＰ）工法共同開発グループ 加盟会社（五十音順） 

幹事会社：戸田建設(株 )（社長：井上舜三） 

安藤建設(株 )(社長：山田恒太郎)、鉄建建設(株 )(社長：神田志義)、  

東急建設(株 )(社長：市川正美)、西松建設(株 )（社長：國澤幹雄）、(株 )間組（社長：小野俊雄）、

(株 )不動テトラ（社長：髙橋昭夫）、三井住友建設(株 )（社長：五十嵐久也） 

 

 建物の杭を沈下抑止の目的で使用するパイルド・ラフト基礎工法は、支持杭基礎

に比べて低コストで環境負荷の低減につながる基礎工法として、急速に普及してい

ます。しかし、パイルド・ラフト基礎工法ではラフト（直接基礎）で建物を支持す

ることが前提であるため、地震時に液状化が発生して建物を支持できなくなる可能

性のある地盤での採用は不可とされており、杭とは別に液状化防止のための対策を

行わなければなりませんでした。ＨＣＰ工法は、液状化対策と沈下抑止のための杭を

同じ機械を用いて連続して施工することで、液状化地盤での合理的なパイルド・ラフ

ト基礎の採用を実現した画期的な基礎工法です。 

 

ＨＣＰ工法は、液状化対策として普及が進んでいる静的締固め砂杭工法をベース

として、同じ機械、手順で沈下抑止のためのコンクリートの固化杭を施工できるよ

うにした工法です。元となる静的締固め砂杭工法は、地盤の中にケーシングパイプ

を貫入させ、その中に投入した砂を付き固めて杭状に押し広げ（拡径）、周りの地

盤を液状化しないように締め固める工法です。振動を用いず、ケーシングパイプの

上下運動により砂の突き固めと拡径を行うため、低騒音、低振動で施工できるので、

騒音、振動制限のある都市部でも採用できます。 

ＨＣＰ工法は、投入する材料として砂の代わりに硬練りのコンクリートを用い、

砂を使ったときと同じように周りの地盤を締め固めた後に、コンクリートが硬化し

て強度が発揮され、建物の沈下を低減できる性能を持つ固化杭としても使用できる

工法です。 
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通常の杭を造成するための機械をあらためて用意する必要がないので、短い工期

でのパイルド・ラフト基礎の施工が可能となります。さらに、固化杭の使用材料と

しては、一般のコンクリート製造工場で製造した低強度の普通コンクリートを用い

るので、材料供給が容易で、材料費を低く抑えることが可能です。また、建設工事

に伴う廃棄物のリサイクル材である再生砕石や再生砂、製鉄過程で生じる鉄鋼スラ

グなどを骨材とする再生コンクリートも使用することを可能であり、環境負荷の大

幅な低減に貢献します。 

 

ＨＣＰ工法の開発にあたっては、８社の共同により大規模な施工実験や室内試験

を行って、固化杭の材料強度とそのばらつき、形状や連続性などの品質、および液

状化対策としてしての締固め効果を確認しました。さらに、載荷試験により固化杭

の支持性能の確認を行いました。 

 

共同開発グループではこれらの結果を取りまとめて、ＨＣＰ工法の設計手法、施

工方法、品質管理手法を確立し、2007 年 11 月 16 日に（財）日本建築センターより

建設技術審査証明（建築技術）（BCJ－審査証明－１３５）を取得しました。 

 

ＨＣＰ工法の配置は、建物の柱下には沈下低減と液状化対策を兼用して固化杭を

配置し、その他の部分は液状化対策のための砂杭を配置するのが標準的な方法で、

これにより液状化地盤用のパイルド・ラフト基礎が実現できます。 

ＨＣＰ工法の採用により試算では、液状化対策を実施して液状化を許容しない条

件の場合、支持杭基礎に比べて基礎工事の 20～35 パーセントのコストダウンと工

期短縮が、通常のパイルド・ラフト基礎にくらべて 10 パーセント程度のコストダ

ウンと工期短縮が、可能になります。特に、中低層建物（５階建て以下）、支持杭

とした時の支持層深度が深い（30 メートル以深）場合には有効な合理化がはかれま

す。 

 

これまでに 2 件の建物に適用して，その効果を確認しています。 

 

開発グループ 8 社では、合理的なパイルド・ラフト基礎工法であるＨＣＰ工法の

適用を進め、社会資本整備に貢献していきます。 

 

 



□HCP 工法の特長  
 ①液状化地盤における低コスト、短工期のパイルド・ラフト基礎の実現  

②同じ機械で砂杭と固化杭を施工することによるコスト低減・工期短縮  
 ③静的締固め工法の採用による施工時の騒音・振動の抑止  
 ④リサイクル材を骨材とした再生コンクリートの使用による環境負荷低減  

 
 
 

□HCP 工法の概念図１  
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□HCP 工法の概念図 2 
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□施工状況  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施工機械全景  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施工機械へのコンクリート投入状況  



□開発のための実験  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支持力確認のための載荷試験  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

品質確認のための出来形調査  
 


